




特 長
し 150kHz～30MHzのゼネラルカバレッジ受信部

1. 8MHz -28MHzの全アマチュア無線バンドの送受信とさらに

150kHz-30MHzを連続でカバーするゼネラルカバレッジ受信機能

を有していますのでアマチュア無線はもとより長波から短波まで

の各種放送，船舶，航空機の業務無線等の本格的な通信型受信機

として使用できます。

2. USB, LSB, CW, AM（受信のみ）， FMの全モード対応

3.豊富な周波数制御機能

・全周波数連続カバーのテrイジタルVFOでlOHzステップとlOOHz

ステップの 2ステップの切換式です。

eA/B 2VFOシステムでモーにバンド情報も含めて，たすき

がけ運用が可能です。

・バンド切換えはUP/DOWNのプッシュ式でアマチュアバンドの

み， 1MHzステップの全バンドとの2系統の切換えが可能です。

・バンドおよびモードを情報を含むSchメモリー内蔵です。

（第Schli，送信．受信異なる周波数がメモリー可能です。）

•VFOのA と Bのモードおよぴ周波数を一致させる A=B機能付

です。

・2種類のスキャン機能を有しています。

メモリースキャンとプログラムスキャンです。

・メモリー情報をVFOへ呼ぴ出すMR機能を有しています0

・長寿命のメモリーパックアップ電池が内蔵されています。

•UP/DOWNスイッチ付マイクにより周波数のUP/DOWNが可能

て寸。

4.』Fシフト，オーデイオノッチフィルター，フィルターワイド／

ナロ一切換えの混信除審議能を装備しています。

5.全モード対応のスケルチ回路内蔵

6. VFOツマミのトルクがセット下側についたネジにより可変でき

ます。（トルク可変型VFO)

付属晶

TS-430には次の付属品があります。お確かめください。

TS-4305 TS-430V 

取扱説明書－…・・ H ・H ・＂＂・ H ・...1 取級説明書＂＂・ H ・H ・H ・＂.・ H ・＂1 

保証書・…＂＂・ H ・－…＂＂・ H ・.....1 保証書＂＂・ H ・...・ H ・＂＂・ H ・－… 1

ヒューズ（20A）…… H ・H ・－….1 ヒューズ（4A）・H ・H ・.....・H ・.1 

キャリプレーションコード・・ 1 キャリプレーションコード・・ 1

DC電源コード…...・ H ・－…… 1 DC電源コード……＂＂・ H ・＂1 

7P DINプラグ・H ・H ・.....・ H ・・ 1 7P DINプラグ・H ・H ・.....・ H ・・ 1 

SP DINプラグ・ H ・H ・.....・ H ・・1 SP DINプラグ・H ・H ・.....・ H ・・ 1 

2. ご使用の前に
2. 1 お取扱い上のご注意

※直射日光をきけ，乾燥した風通しの良い場所を選んで設置してく

丈fさい。

※本機にはクーリングファン，ヒートシンクが付いています。

後面および側面をあまり壁などに接近させないでください。

2.2 アマチュアバンドについて

HF（短波）帯におけるアマチュアバンドの使用周波数区分は下

表のようになっています。

また， JARL（日本アマチュア無線連盟）ではア？チュアバンド

内にフォーンバンドを制定しています。電話（本機の場合SSBお

よびFM）で運用する場合は，ルールに従って運用されるようお願

いいたします。

T S・430のようにオールモード機の場合，いろいろなモードの

電波の発射が可能なだけに，使用電漉の慣習には充分な注意を払

い，適用にあたっては無用の混乱が生じぬよう，充分な配慮をお

願いいたします。

ノマンド 周波数範囲（MHz) cwバンド（MHz) フォーンバンド（MHz)

※1.9MHz帯 1.9075～ 1.9125 1. 9075～1.9125 

3.5MHz帯 3.500～ 3.575 3.500～ 3.525 3.525-3.575 

3.8MHz帯 3.793～ 3.802 3. 793-3.802 3.793～ 3.802 

7MHz帯 7.000～ 7.100 7 .000-7. 030 7.030-7.100 

※ 10MHz帯 10.100～10.150 10.100～10.150 

※ 14MHz帯 14.000～14.350 14.000～14.100 14.100～14.350 

21MHz帯 21.000～21.450 21. 000-21.150 21.150-21.450 

28MHz帯 28.000～29.700 28.000～28.200 28.200-29.700 

※ロヨMB:亘Eは， CW（電信）運用のみができます。したがってこ

の運用を行うには，電信級， 2級， 1級アマチュア無線技士の資

格が必要です。

※110MHz. 14MHz帯！を運用する場合は2級アマチュア無線技士以

上の資格が必要です。

2.3 18MHz帯， 24.5MHzi帯について

本機では， 18MHz帯， 24.5MHz管は受信のみ可能な構成になっ

ております。
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2.4 接続

TS-430Sは図のように接続してください。

マイ歩白ホン

ローインピーダンスからハイインピーダン

ス（SOOQ～SOkQ）のマイクが使用できます。

マイヲロホンに音声回路と独立したスイッ

チが付属されている場合（下図A・c）自のよ

うにE線することによりPTT適用が可能に

なります．ただし，マイクラインのアース

倒とスイッチの片側とを共用している 3端

子のものは使用できません．

－.／ー＠ UP マ；~I色三チ
マイク（a)PTT用に適さない

Pぞt~
+BV（入力ト淀官公ト晶 D酬 N

NC (I) it'a Y 0＂｝ト⑤ STBV

b) PTT用に適さない

マイDE3IL二二
(c) PT~::;T €弓チ

GNDIMICI①1－－－－＂＂＝竿 7」① MIC

」⑨ GNO帽TB I 

. " 
~コε

マイクロホンの纏餓園

トランス

匡亙 TS-4305 

電－
C W運用をする場合は，セット後面白，

KEYジャックに電鍵を接続します．

五丞三

図I(a）接続

0 
へッドホン

インピーダンス 4-16自のものをこ慣用

〈ださい．へツドホンは当社の通信犠周

へッドホン（HS・6,HS-5）が最適です．

なおステレオ用へッドホンもそのまま使

用できます．

REMOTEヨネタター

本峨に外部装置を付加して使用する場合には、

このREMOTEコネクターをご使用〈ださい．

また＇：：＜？ ンパイ撮作をリモートコントロー

ルできるように， PTT端子も出ております．

外面Eスビーカー

本横には，スビーカーが内蔵

されておりますが．セット後

面白EXTSPジャッ？に付属

のプラグを使って外部スピー

カーを接続することができま

す．

2.5 アンテナおよび電源の接続
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ご注意：電源コネクターを抜差しする場合は必ずTS-430とPS-430, PS-21の電源スイッチをOFFにしてからに行ってください。

TS-430Sのアンテナおよび電源は，それぞれ用途（固定，車載）に応じて間違いのないように接続してください。

固定で使用す事場合

固定的アンテナ21頁を

参照して〈ださい．

車般のアンテナ19頁を参照してください。

車載する場合

安定化電車

TS-4305 

割I£~
パッテリ一端子から直接電車

をとります．

とり方は19買を参照して〈だ

さい．

図2 (a）アンテナおよび電源の接続

Jてッテリー

20A 



TS-430Vは図のように接続してください。

マイ9ロホン

ローインピーダンスからハイインピーダン

ス（SOOQ-SDk Q）のマイ歩市毛使用できます．

マイタロホンに音声回路と独立した1イッ

チ由吋す属されている場合｛下回A・c)B田よ

うに配線することによりPTT適用が可能に

なります．ただし，マイクラインのアース

側とスイッチ白片側とを共用している 3端
干のものは使用できません．

マイD~liET

吟1定チ
マィ？（b)PTT用に適さない

DE3I~二二
トランス点三テ

マイクロホンの鎗観園

GND晴子

感電防止， TVIおよびBOIi布止の

ため接地効果的良い地道を選んで．

後面GND端子にアース線を接続し

て〈ださい．アース線はできるだ

け太いものを使い．短か〈配線す

るのが効果的です．

トランス

庄三日
TS・430V

電鎗

C W運用をする喝合M，セット後面的、

KEYジヤツデに電鑓を接続します．

五盈三E

図1(b）接続

Q 
へッド串ン

インピーデンス4～16自のものをご使用

〈ださい．へッドホンは当社町通信撹用

へッドホン（HS-6,HS・5）が最適です。

なおZテレオ周へッドホンもそのまま使

用で宰ます．

REMOTEコ事クター

本畿に外部装置を付加して使用する場合には．

このREMOTEコネク歩ーをご使用〈ださい．

また. 7,＇ンパイ操作をリモートコントロー

ルできるようにPTT端子も出ております．

外郁スピーカ山

本犠には．スピーカーが内蔵

されておりますが．セット後

面白EXTSPジャッタに付属

のプラグを使って外部スピー

カーを犠織するニとができま

す．

TS-430Vのアンテナおよひ電源は，それぞ、れ用途（固定，車載）に応じて間違いのないように接続してください。

掴定で使用する場合

ACIOOVコンセント

回← @II@ 
EBllf 6 

弔問11i ! I 1111 ~ill I i m IIぎi£~~
..  のアンテナ19頁を参照して〈だ宰い．

車載する喝合

バッテリ一端子から直嬢電灘

をとります．

とり方は19頁を参照して〈だ

さい．

図2 (b）アンテナおよひ電源の接続

ヒューズ
4A 
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3.各部の名称とその説明

⑩⑪ ⑬⑩ ⑩  

3. 1 前面パネル（写真はTS-4305ですJ
ご注意！

⑦は送信関係，⑧は受信関係の機能を示します。

①POWER （電源）

TS-430の電源スイッチです。

②メーター

メーターは 3種類の表示をする機能をもっています。受信時には

Sメータ←として動作し，受信信号強度を 1～ 9,9+20dB, 9+40 

d Bおよび9+60dBの目盛によって表示します。また，送信時には

METERスイッチ⑬の切替えによって次のような表示をします。

TS-430Vタイプ RF出力またはALCレベル

TS-430Sタイプ ファイナルトランジスタのIC（コレクタ電流）

またはALCレベル

⑥VFOインジケーター

VFO(A/B）か動作中に点灯します。

④周波数ディスプレイ

運用周波数をlOOHz台まで表示します。

⑤M.CH（メ号リーチャンネル）表示

メモリーチャンネル（ 1～ 8）および・プログラムスキャン（ p) 

の表示をします。

⑥FUNCTION（ファンクション）スイッチ

送・受信のコントロール切替え用スイッチです。つぎの各動作が

選択できます。通常は、A＂または、 B＂の位置でお使いください。
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⑪ ⑮ ⑫ ⑮⑮⑮⑫⑩  

•A-R ：受信時VFO A，送信時VFO Bとして動作します。

・A ：送・受信ともVFO Aとして動作します。

• B ：送・受信ともVFO Bとして動作します。

・B-R：受信時VFO B，送信時VFO Aとして動作します。

⑦MEMORY CHセレクター

1-8チャンネルまでのメモリーチャンネルを選択するスイッチ

です。メモリーチャンネルに書き込む場合やメモリーチャンネルを

呼び出す場合このスイッチでチャンネルを選択してくだきい。

⑨NOTCH（ノッチ）ツマミ

NOTCHスイッチ⑮を ONすると，ノッチフィルターが動作しま

すので，このツマミを回して電信信号または連続ビート信号による

不用なビート音を低減させることができます。

⑨SQL （スケルチ）ツマミ

スケルチ調整用のツ？ミです。時計方向に回すとスケルチが動作

します。 FM, SSB, AM, CWの全モードで動作します。

⑩インジケーター

・ONAIR（オンヱアー）：送信状態になると点灯します。

•F.LOCK（周波数ロック）：運用周波数をロック（固定）するために，

LOCK スイッチを ONした時に点灯し

ます。



•F.STEP ：運用VFOの周波数ステップを切替えるために， STEP

スイッチ⑫を ONした時に点灯します。

•RIT : RIT回路のON-OFFを表示するために， RITスイッチ

＠を ONした時に点灯します。

• NOTCH : NOTCHフィルターのON-OFFを表示するもので，

NOTCH（ノッチ）スイッチ⑮をONした時に点灯しま

す。

⑪スタンパイスイッチ

送信，受信を切替えるスイッチです。

•REC ：受信状態ですが，マイクロホンのPTTスイッチをONにす

れば送信に切替わります。

•SEND ：；送信状態です。なお，送信周波数が不適当な場合や，フ

ァイナルの温度プロテクションが動作中は，送信しでも電波は出

ません。

⑮voxスイッチ⑦

vox運用する場合（SSB,AM, FM運用時）およぴセミプレーク

イン運用する場合（C W運用時）のスイッチです。 ONでvoxまたは

セミプレークイン機能が動作します。

⑬PROC （プロセッサー）スイッチ⑦

SSB, AMで送信時，このスイッチをONするとスピーチプロセッ

サーが働きます。

⑭メータースイッチ⑦

メータースイッチにより送信時のメータ一指示を次のように切替

えることができます。

•ALC: ALC位置では送信終段電力増幅部の出力電圧を監視しま

す。メータ一指針がALCゾーンを越えないように， SSBの時は

MICツマミを. cwの時はCARツマミを調整してお使いください。

TS-430S 

・IC：ファイナルトランジスタのIC（コレクタ電流）を指示します。

TS-430V 

•R F：送信出力（RF出力電圧）を指示します。

⑮NAR/WIDEフィルタ一切嘗スイッチ⑧

このスイッチによってSSBとcwモードのIFの帯域幅をNAR（ナ

ロー）とWIDE（ワイド）に切替えることができます。（SSB, CWの

各ナローフィルターはオプションです。） AM,FM受信の場合，この

スイッチは動作しません。

⑮MIC（マイク）コネクター（ 8ピン）⑦

マイクロホンの接続端子です。周波数アップダウン用の入力と．

PTT入力回路がついています。なおMC-42S, MC-60/SS（共にオ

プション）はそのまま接続することができます。

なお，マイクコネクターの内部接続は園Sの通りとなっています。

NC 

③STBY 

⑥7'-;;¥(STBY) 

MIC噌予［前面パネル倒〕

国 S

⑫PHONES（＊ーン｝ジヤツク⑮

ヘッドホン用の出カジャックです。インピーダンス 4-160のも

のに2Pプラグを取り付けてご使用ください。

ヘッドホンは当社の通信機用ヘッドホンHS-6, HS-5が最適です。

ステレオ用ヘッドホンもそのままご使用できます。

⑩MIC（マイクゲン｝ツマミ⑦

SSB，運用時のマイクアンプの利得調整です。 ALCメーターの

指針が音声のピークで少し振れる位置が最適位置です。最大でも

ALCゾーンを越えないように調整してください。

⑩CAR（キャリアレベル｝ツマミ⑦

cw運用時のキャリアレベルを調書差するツマミです。

ALCメーターの撮れがALCゾーンの範囲内になるようにCARレ

ベル調書Eして〈ださい．

唱剛ODE（号ード）スイッチとインジケーター

USB, LSD, CW, AM, FMの各MODE（モード）を選択するス

イッチです。動作しているモードのインジケーターが点灯します．

モードを切換えるときに，まれに異なるモードになる場合がありま

すが，その場合はもう一度押し直してください。

@VF。ツマミ

このツマミによって周波数をセットします。

バンドスイッチ＠を切替えなくても150kHz～30MHzを連続でカ

バーすることができます。

＠キーボード

－~スイッチ

運用VFOに他のVFO周波数とモードを一致させるスイッチです．

• o;;;富国スイッチ

VFOツマミ＠を電気的に固定するスイッチで．このスイッチを

ONしておきますと， VFOツマミ（VFOA, B共に）を回しても

周波数は動きません．また， BANDスイッチ＠およぴ？イクのU

P/DOWNも動作しません．長時間同じ周波数を運用する場合にご

使用ください．

なおLOCKスイッチON時もRITは動作します．

スイッチON時は， F.LOCKインジケーターが点灯します．
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・直王~スイッチ

VFOツマミ⑫の1ステップ当りの周波数と 1回転当りの周波数

を切替えるスイッチです。

~スイッチ｜ ステップ

OFF I IOHz 

ON I lOOHz 

ツマミ 1回転

幸与 IOkHz 

幸司 IOOkHz

• c::M&BJスイッチ

このスイッチにより， VFOとM.CH（メモリーチャンネル）の切

替えができます。

スイッチONにより， M.CH（メモリーチャンネル）表示⑤に使用

チャンネルが表示されます。

・[MR]（メモリー呼び出し）スイッチ

このスイッチを ONにするとメモリーチャンネルを呼び出すこと

ができます。

・直正困（メモリー書き込み）スイッチ

メモリーしたい周波数を各チャンネルに入力する場合に使用しま

す。

・日直室司（メモリースキャン）スイッチ

このスイッチをONにしますと，メモリースキャンが開始され，

メモリーされているチャンネルのみ，スキャンされます。

・直宣豆J（プログラムスキャン）スイッチ

このスイッチをONにしますと， CH-6, CH-7にメモリーした

周波数聞を連続スキャンします。

・圧亙孟Q]（スキャン一時停止）スイッチ

このスイッチをONにしますと，スキャンが停止します。 OFF

にしますとスキャンが再開します。

⑮BAND（バンド）スイッチ

バンド切替えスイッチです。 UPスイッチを押すと次のアマチュ

アバンドに上りますロ DOWNのスイッチを押すと下がります。

⑮ I MHzステップ切替スイッチ

バンドスイッチ⑮を 1MHzステップに切替えるスイッチて寸。 UP

のスイッチで1MHzづっ上り， DOWNのスイッチで1MHzっーっ下り

ます。

⑮RITスイッチ⑮

RIT(Receiver Incremental Tuning）回路のON-OFFスイッチです。

ONしたときは， RITインジケーター（ON表示）が点灯します。

⑮NB（ノイズプランカー）スイッチ⑮

自動車のイグニッションノイズのようなパルス性ノイズの多い時

に使用しますと，ノイズが抑圧されて徴弱な信号も快適に受信でき

ます。
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@RF ATT(RFアッテネーター）スイッチ⑮

このスイッチを切替えることにより受信部のアンテナ回路に約20

dB，のアッテネーター（減衰器）が挿入され，強大な入力信号から，

ミクサ一回路を保護します。

⑮NOTCH（ノッチ）スイッチ⑮

このスイッチをONするとノッチフィルターが動作し，NOTCHイ

ンジケーターが点灯します。

⑮RF(RFゲイン）ツマミ⑮

受信機の高周波増幅段の利得を調整するツ？ミです。時計方向へ

回し切った位置が利得最大となり，反時計方向へ回し切った位置が

利得最小です。

通常は時計方向に回し切った位置で使用します。

⑩1AF(AFゲイン）ツマミ⑮

受信時の低周波出力レベルを調整するツマミです。時計方向へ回

すと音量は増加します。適当な音量でお使いください。

⑪RITツマミ⑮

RITスイッチがONの時に受信周波数のみを約！kHz上下に変える

ツマミです。ツマミの可変範囲の中央（、 0＂の位置）が RIT-OFF

に一致します。

@IFシフトツマミ⑮

受信時， IFクリスタルフィルタの帯域中心周波数を見かけ上，約

土！kHz移動することができます。近接周波数からの混信除去や受信

音質調整に効果を発揮します。通常は，センタークリックの位置で

お使いください。

⑮voxコントロール

・VOXGAINツマミ

vox運用する場合のvoxアンプの利得を調整するツ？ミです。

vox動作が最適になるように調整してお使いください。

•DELAYツマミ

voxの時定数を調整するためのものです。最も使いやすい位置

に調整してください。

•ANTI VOXツマミ

voxで運用する場合スビーカーより出た音のため voxが誤動

作する場合があります。スビーカー音によりvoxが動作しないよ

うに調整します。

@PG.SCANコントロールツマミ

PG.SCAN（プログラムスキャン）運用する場合のスキャンスピー

ドを調整するツマミです。最も使いやすい位置に調整してください。



①②③  ④⑤ ⑥⑦⑧  

3.2 背面パネル

①ANT（アンテナ）コネクター

送受信用アンテナをM型コネクターで接続するための端子です。

アンテナは500で運用周波数に正しく調整されたものをお使いくだ

さい。

②X.VERTOR（トランスパーター）コネクター

トランスパーター接続用コネクターです。

③GND（アース）端子

アースにお使いください。 TVIやBCIの防止に効果があります。

④KEY（電鍵）ジヤック⑦

cw運用する場合は2Pプラグを使用してKEY（電鍵）を接続して

ください。

⑤SP（外部スビーカー）ジャック⑮

外部スピーカ一端子です。インピーダンスは 8-16Qが使用でき

ます。外部スピーカーを使用するときは，付属のプラグを使用して

ください。

⑥REMOTEコネクター

本機にリニアアンプ等その他の外部装置を付加して使用する場合

にはこのREMOTEコネクターをご使用ください。 REMOTEコネ

クターはつぎのように内部で接続されています。

外部コントロール

（送開＋12v)
D Cが出ます。 l
最大 IOmA / 

スタンパイ端子

（この端子をアづ
すると送信になり l
ます。 ／ 

TS・430Vタイプ

外部ALO入力

。＋スピーカー出力

TS-430Sタイプ

外部ALO入力

力出力ビス

’

1
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1
1
1
1
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一

戸
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正室主主E二二コ』／ GNDとしてご使用ください。殺豆，WO回
⑦ACCコネクター

アクセサリー用のコネクターです。バンド切替による情報が出力

されます。（ 4, 9項参照）

⑥DC電源コネクター

DC13.8V電源コネクターです。

・TS-430V DC13.8V 4 A 

・TS-430S DC13.8V 20A 

9 



4.運用方法

⑧州DE

MIC 

⑧一一

⑮接続する

OFF ⑧A 

：反時計方向

RF：時計方向に

回しきる

AF：反時計方向

に回しきる

OFF 

⑧ ⑮ CAR, MICとも反時計方向

⑧OFF に回しきる

図4 送受信の予備セッティング

4. 1 受信のしかた

アンテナ．マイクロホンおよぴ電鍵などの準備接続が終りました

ら，図に従って各‘ソマミやスイッチを設定してくだきい。アマチュ

ア無線運用でSs Bの場合3.5, 7MHz はLSB, 10MHz以上のバン

ドはUSBを使用するのが国際慣例となっております。

受信準備が完了したことを確認したうえで， POWERスイッチ①を

ONにしますJピ。音が聞え，周波数が表示きれメーター照明のパイ

ロットランプが点灯し， TS-430が動作を開始したことが示されま

す。 AFGAINツマミ⑩をゆっくり時計方向に回しますと，スピーカ

ーからノイズあるいは信号が聞こえてきますので，適当な音量にセ

ットしてくだきい。 VFOツマミ＠をゆっくり回して，目的の信号が

最も明瞭に聞こえるように合わせてください。

I. RF ATTスイッチ

数100m以内で，送信機を動作きせた時などのように非常に強力

な電波が入感すると，その信号が近接周波数の場合は，目的の受信

信号がプロックされたり，直接受信する周波数の場合は， Sメータ

ーが振切れてしまったりすることがあります。このようなとき， RF

ATTスイッチ⑫をONにすると， RFアンプへの入力信号は約20dB減

衰し，強力な信号による妨害が除去されて，歪のない安定した受信

状態にすることができます。 500kHz-1. 8MHzのバンドでは，あら

かじめ約20dBのアッテネーターが持入されています。

2. NBスイッチの使い方

自動車のイグニッションノイズのようなパルス性ノイズが多い場

合は， NBスイッチ＠をONしてください。ノイズが消えて，信号が明

10 

瞭にうi.，きあがってきます。

3. RF GAINツマミの使い方

通常の使用状態は，時計方向に回し切って使用します。この位置

で受信感度が最大となります。反時計方向に回すことにより，受信

感度を下げることができます。このツマミ⑮を反時計方向に回すにつ

れて， SSB, CW,AMモードの場合Sメーターの指針が同時に振れ

ます。

受信している信号が非常に強＜. sメーターの指針が振り切って

いる場合等は， RFGAINツマミ⑮を反時計方向に回して，入力信号

を減衰させますと，聞きやすくなります。

また図6に示すように，受信信号のSメーターの指針のピーク位

置と同じか，少し少なめになるように， RFGAINツマミ⑮を合わ

せますと，受信信号がとぎれた時のノイズ増加が軽減きれ聞きやす

くなります。

受信信号によるメーターの
指針のピークの位置。

AF GAIN_._ RF GAIN 

e鶴
時計方向に回し
きった位置

方
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図5 RF GAINツマミの使い方



4. SQL（スケルチ）ツマミの使い方

無信号待の「ザー」という雑音を消したい場合は，このツマミを

時計方向に，ゆっくり回し，スビーカーからの雑音が無くなる所（通

常旗界点）に設定してください。このようにSQLツマミ⑨を調墜し

ますと．相手局の信号が入ってきた時のみ音が聞えます。

また，モービル運用時などは，入力信号の強弱により， SQLツ？

ミ⑨を調整して聞きやすい位置にセットしてください。

(FM, SSB, CW, AM全モードで動作しますがモードにより動

作位置が多少異なります。また，外来ノイズの強きにより動作位置

が変わります。）

なお， RFツマミ⑮をしぼり過ぎますとスケルチ動作をしな〈な

りますのでご注意ください。

5. RITツマミの使い方

(RITスイッチをONしてから使用しましょうJ

RITとは， ReceiverIncremental Tuningの略で，送信周波数を

変えないで，受信周波数のみを約 1kHz変化させることができます。

相手局と交信していて，相手局の送信局波数がずれてきた場合，主

同調ダイヤルを回すと自分の送信周波数もずれてしまいますのでR

ITスイッチ⑮をONとし， RITツマミ＠をまわして，相手局の送信腐

波数に，こちらの受信周波数を合わせます。

ツ？ミを時計方向へ回しますと，周波数は高くなり，反対に反時

計方向に回しますと，低くなります。このRITツマミ⑪による周波数

変化は．ディジタルディスプレーに表示されませんのでご注意くだ

さい。

RITが動作していますと，送信周波数と受信周波数が一致しま

せんので，新し〈別の局を呼ぶ場合は，必ずRITスイッチをOFF

にして〈ださい。

6. IF SHIFTツマミの使い方

IF SHIFTとは，受信周波数を変えないで， IFフィルターの通過

帯域をシフトさせる回路です。このツマミを左右に回すことにより．

図 7のようにIFの通過帯域がシフトします。（AM,FMモードでは動

作しません。）

したがって，受信している周波数付近に混信信号がある場合等，

IF SHIFTツ？ミ＠をまわして，混信からのがれることができます。

このツマミは， USB, LSB, CWの各モードで次のような使い方を

します。

• useモードの場合（10MHz～28MHzバンド）

＠方向に回しますと，受信周波数の低い方からの混信を除くこと

ができます。この結果音質的には，ローカット（低い音が低減され

る）の音になります。

θ方向に回しますと，受信周波数の高い方からの混信を除くこと

ができます。音質は，ハイカット（高い音が低減）の音になります。

・LSBモードの場合（3.5MHz,7MHzバンド）

＠方向に回しますと，受信周波数の低い方からの混信を除くこと

ができます。音質は， USBと逆になり，ハイカットの音になります。

＠方向に回しますと，受信周波数の高い方からの混信が除かれ．

音質は，ローカットの音になります。

• cwモードの場合

cwモードではIFシフトツマミと RITツマミを併用することによ

り受信ピッチを好みの周波数にすることができます。

＠方向へ回した時

IFフィルターの通過特性

i昆f言信号
0 

j毘信信号

T→SトIFSHIFT RIT→砂IFSHIFT RIT－＠ト

4liふ，aふ公ふ
。寸咽・町ト＠ θ－（I－，ト＠ θ4圃・副ト＠

⑥のような混信信号
がある場合． θ方向
へ回します。

⑧のような混信信号
がある場合，⑥方向
へ回します。

図6 IFシフトツマミ

7. NOCTHツマミの使い方

受
信
信
号

オーデイオ屑波数 オーディオ周波数

ノッチ OFF ノッチ ON

NOTCH→争 SOL

・O.・ 
図 7 ノッチ回路の動作
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〈丈fきい。

② スタンパイスイッチ⑪をRECからSENDにし，メーターの指針

の振れがALCゾーンの約半分になるようにCARツマミ⑩を調整し

てください。

なお．この調整はKEYジャックに電鍵を接続しない状態か．あ

るいは電鍵を接続した場合には，電鍵を押しさげたままの状態で

行ってください。

ご注意t

キーダウン状態で，フルパワーの長時間連続送信［周囲温度

25℃でlOOW型約 5分以上，（ただし10MHzバンドでは回路効

率上30秒以内）， lOW型約30分以上〕は故障の原因となること

がありますので注意してください。この場合，周囲温度だけで

なく，設置の状況も充分考慮し，間欠的運用をしたり，パワー

ダウンをして運用してください。次の FMの場合も同様に注意

してください。

•FMの場合

① MODEスイッチ⑩をFMIこ．メータースイッチ⑭をRFIこしてく

ださい。

② スタンパイスイッチ⑪をRECからSENDにします。

③？イクに向って発声してください。

なお， FMMODEではMICGAINツ？ミ⑬， CARツマミ⑮お

よびメータースイソチ⑬の操作は不用です。またAL Cメーター

も振れません。

r一一ご注意

I AMの場合，受信のみで送信はできません。

1 .ファイナルプロテクションについて

TS-430には．ファイナル部のトランジスター等を保護するために

プロテクション図路が内蔵されています。プロテクション回路は，

TS-430VタイプとTS-430Sタイプでつぎのように異ります。

•TS-430Vタイプ

アンテナ系のインピーダンスが不適当で， VSWR11直が高くなりま

すと，ファイナル部のトランジスタの負担が増加します。このよう

な場合に，アンテナ系のVSWRを検出し，自動的に送信出力を下げ

てファイナル部を保護します。

•TS-4305タイプ

TS-430Sタイプには， 3種類のプロテクション回路があります。

その第1は， TS-430Vタイプと同様な．アンテナ系のVSWRを

検出し，送信出力を下げる方式です。

第2は．放熱器の温度が上昇しますと，その温度を検出してクー

リングファンを動作させます。通常の使用状態では．このクーリン

グファンが動作することにより，十分に放熱器の冷却は行われます。

第3は，放熱器の周囲がふさがれてしまってクーリングが十分に

行なわれないような状態で，長時間送信をしますと，放熱器の温度

が異常に上昇することがあります。このような場合は自動的に送信

電波が出なくなります。この場合のプロテクション動作の復帰は．

放熱器の温度を周囲温度程度に下げることにより再ぴ送信すること

ができます。ファンは放熱器の温度が約50・Cになると動作します。

ご注意
1.アンテナ系のVSWR値が不適当（ 2以上）なため，プロテク

ションが動作して，送信出力が低下している場合は，アンテ

ナ系を十分チェックし，盤備してから，ご使用くだきい。

2. クーリングファンが動作しはじめた場合は，放熱器が十分

冷却できるように注意してください。

クーリングファンの動作について

クーリングファンは．運用状態，周囲温度等により放熱器の温度

が上昇すると動作します。放熱器の温度が下がった場合に，停止し

ます。

通常の使用状態では．ほとんど動作しないよう放熱器は十分な放

熱効果を得られるように設計されております。クーリングファンが

動作を開始した場合は，放熱器が冷却しやすくなるように注意して

くfごさい。

なお，クーリングファンは，本体が送信，受信にかかわらず，放

熱器の温度を検出して動作するようになっています。

2. MIC GAINツマミの使い方

マイクロホンの入力レベルをコントロールするツマミです。

SSBで送信する場合，まずマイクロホンを接続し，スタンパイス

イッチ⑪を送信にします。（アンテナまたはダミーロードがアンテナ

端子に接続きれた状態）。

メータースイッチ⑭をALCとし，マイクに向かつて発声して．メー

ターの指針の振れのピークが．メーターのALCの範囲を越えないよ

うにMICGAINツマミ⑬を調整してください。

TS-430はローインピーダンスからハイインピーダンスの（5000～

50k0）マイクを使用できますので， VHF等に使用するローインピー

ダンスのマイクも使用可能です。但し，インピーダンスの違いによ

り．マイクの出力レベルが異なりますので，ローインピーダンス

(5000）のマイクを使用する場合には．ハイインピーダンスのもの

より，マイクゲインを上げて使用する必要があります。

（この時もALCメーターを監視して，マイクゲインレベルを設定

してください。）

•ALC （オートマチックレベルコントロール）：送信終段出力を監

視します。これによって送信終段電力増幅トランジスタによる

歪発生を極力おきえ効率良〈動作するように，自動的にドライ

ブ電力が調整されます。送信中はAL Cメーターで監視される

ことをおすすめします。特にRFメーターの場合はアンテナ等

により振れが少ないものがあるためAL Cメーターでのオベレ

ートが有効です。
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メーターは， TS-430Sです。

ピークがALCゾーンを越えないように

図9 ALCの範悶

4.3 vox運用について

• voxスイッチ

VOX（ボイスコントロール）とは，音声で送信．受信の切替えの動

作を行うことです。したがって，マイクを接続し， voxスイッチ⑫

をvoxにし，？イクに向って発声すれば，自動的に送信へ移りま

す。（ただしMICツマミ⑬は 4項で説明した程度に調整しておく必

要があります。）

• VOX GAINツマミ

vox動作を行う場合，マイクに向かつて普通に話す程度で発声し，

このツ？ミで送信に切替るレベルを調整します。セットの奥の方向

に動かすと感度が高くなり，低いレベルの音声で送信に移れます。

送信・受信の動作の確認は， ONAIRインジケーターによって判断で

きます。

voxゲインを上げすぎますと，音声以外の雑音で誤動作してしま

います。声の大きさに会わせた適正レベルに調繋してください。

e ANTI VOXツマミ

このツ？ミは，本機のスピーカーからの音で， vox回路が動作す

るのを防ぐためのものです。最適音量での受信時，スピーカーから

の音でvoxが働かなくなる位置に調整してくだきい。 ANTIVOX 

ツマミを上げすぎますとvox感度が低下します。

• VOX DELAYツマミ

このツマミは， vox回路が動作して，送信状態を保持する時間を

コントロールするツマミです。

通常の会話では，わずかながら声のとぎれる場合があります。従

って，この保持する時間が短かすぎると，声がとぎれるたびに受信

状態に戻ってしまいます。自然の運用をするためには，このツマミ

を奥にスライドきせ，マイクに向って自分の通常のスピードで話し

てみて，送信が持続するように調整してください。

4.4 セミブレークイン適用

本機にはサイドトーン発振回路が内蔵されていますので，キーイ

14 

ング砕に合わせて約800Hzの低周波音でキーイング時のモニターがで

き，またスタンパイスイッチの切換えにより cw運用のほかにセミ

プレークイン運用ができます。

セミプレークイン運用とは，サイドトーンを利用してvoxを動作

させ，電鍵を押したとき送信，電鍵を離したとき受信となるような

送受切替の方法です。したがってvoxスイッチ⑫をvoxとし，MODE

スイッチ⑫をcwにすればSSBのvox運用と同様の方法で行なえま

す。 DXコンテストなどで短時間に多くの局と QSOするときに効果

があります。セミブレークイン運用の場合はキーを押した時に確実

に送信になるようにvoxゲインを調整し，またキーイングの途中で

不自然に送信がとぎれないようにVOXDELAYを調整します。

なおcw運用時は ANTIVOXツマミの調書量は不要です。

ご注意

VFO・A/B，又は送受信別メモリー（CHS）で VOX（セ

ミプレークイン）運用の場合，回路構成上，次の組合せは

できませんのでご注意ください。

R（受信） T（送信）

LSB,USB 

又は AM CW（セミプレークイン）

又は FM

LSB,USB (VOX) 

cw 又はAM(VOX) 

又はFM(VOX) 

4.5 cw運用

cw運用において，送信している局に合わせてこちらから呼ぶ場

合，相手局の送信周波数に，こちらの送信周波数を合わせなければ

なりません。これを，ゼロインと呼ぴます。

cw運用では，送信周波数と受信キャリヤ一周波数を800Hzずら

してありますので図10のように，実際（相手局）の送信周波数から

800Hz，低い方にずらして．受信します。この場合， 800Hzのビート

’音で，相手局の信号は受信きれます。この場合は，自局が送信して

も，相手局は同調をとり直さずに，規定のビート音で受信できます。

ゼロインする場合，次のような方法があります。

• cwフィルターを取付けてない場合（ビート音で判別する方法）

IF SHIFTツマミ＠を中央にし， RITスイッチ⑪はOFFにします。

cw信号を受信し，そのビート音が約800Hzになるように， VFOツ

？ミ＠を調整します。

サイドトーン（電鍵操作時のモニター音）が約800Hzですから，こ

の音と比較すると 800Hzビートの感覚が容易に判ります。

相手局との交信に入ったら主同調ツマミは触れずに， RITスイッ



チ⑮をONとし， RITツマミ＠を調整して，聞きやすい音にしてく

だきい。

混信のあるときは， IFSHIF”rにより除くこともできますが， cw

用クリスタJレフイ Jレター（オプション YK-88C又は， YK-S8CN）を

装着するのが，より効果的です。

・ cwフィルター（VK-88C）を取付けてある場合

IF SHIFTツマミを中央にし， RITスイッチをOFFにします。 cw

信号を受信し， Sメーターの指針の振れが最大になるように，主向

調ツマミを同調します。これで，受信のビート音は．約800Hzとな

り，相手局て与ゼロインできたことになります。

受信キャリヤー～斗 レJ 送信・受信周波数

I I （表示周波数）

」 ト
ビート周波数

800Hz 

図10 cwのゼロイン

4.6 キーボードの操作

使用していないVFOの周波数と
モードを使用中のVFOの周波数
とモードに一致させます。

周波数を固定します。

VFOツマミ操作時やプログラム
スキャン中のステッブ周波数を
切替えます。通常位置ではIOHz、
ONの位置ではIOOHzのステップ
となります。

メモリニチャンネル（CHI-CHS）へ周波数
とモードを入力します。

ご注意

I. CWモードでの表示周波数は送信，受信ともに，送信

周波数を表示します。

2. cwモードでのBANDスイッチによる切替えは，他の

モードと一部異なります。例えば14,000.0から上のバ

ンドへ上り，次に上げた場合，下図の動作となります。

14,000.0→14,500.0→18,500.0 →UP 

10,500.0←14,500・0←」←DOWN

これは00,000.0から00,000.7の間で同様な動作と

なります。

・本機に電鍵を接続される場合は

図11に示すように，極性に注意してご使用ください。

TS-430V 
TS-430S 

。
+9 V 

GND 

（ェ…使…合は …ッ）クの極性に注意してください。本機の極l
性は＋ 9Vが出ております。 J 

図11 電鍵プラグの接続

メモリーチャンネルを呼出すとき．この
スイッチをONとし， M.CHスイッチでチ
ャンネルを指定します。

メモリーチャンネルをスキャンします。

CH6-CH7聞の周波数帯をスキャンします。

スキャンを一時停止させます。このときプ
ログラムスキャンではVFOツ守ミでの選局
とモードの変更ができます。

このスイッチを押すとM.CHスイッチで指
定されたCHの周波数とモードが呼出されて
VFOツマミで可変できます。
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・送・受信別メモリーの使い方

① M.CHスイッチを固にします。

② まず，受信周波数を匝互囲で入力します。

③ 前ピ。音が断続しますので送信周波数を入力します。

④ 、ピ。音が停止します。

⑤ 直E豆EスイッチをONすれば，送信，受信でh異った周波数で

運用可能となります。

ご注意

I. 送，受信別のモードも設定できます。

2. [MJN]スイッチを， 2度続けて押せば，送受信同一周

波数の普通のメモリーとして使用できます。

eM.CH（メモリーチャンネル）セレクターの使い方

TS-430はSCHのメモリーを持っています。メモリーには周波数

とモードを入力することができ，内蔵のリチウム電池により長期

間のパックアップができます。

① M.CH（メモリーチャンネル）セレクタースイ yチで CHl～

CHSの任意のCHを指定します。

② 匝亙図スイッチを押すと、ピ’音がしてメモリーに入力され

ます。

③ このメモリー内容を呼出すには 2通りの方法があります。

(1) IE:豆田スイッチをONすると，メモリーチャンネルとな

りM.CHスイッチでCHl-CHSまで選択できます。

(2）匝llilスイッチを押すと M.CHスイッチで指定したCHを

VFOに呼出すことができ向調ツ？ミで可変できます。但し，

メモリーの内容は変わらず記憶きれています。

・メモリースキャンの使い方

① 団直亙コスイッチを抑しスキャンさせたい周波数とモードを

メモリーチャンネルに入力します。

② 匝国をONすると，各チャンネルの番号と周波数が表示きれ，

スキャンが始まります。スキャンは約1.8秒毎間隔で行なわれま

す。

③ スキャン中，希望局を受信した場合はl:Jill!J2lを押してくだ

きい。

④ 匡ill!JIJをOFFすると，再びスキャンを開始します。

ご注意

I. 入力されたチャンネルのみスキャンします。

2. どのメモリーにも入力が無い場合，スキャンは行なわ

れず表示は日を示します。

3. 送信すると，スキャンは停止します。
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⑤ONすると送信・受信，異った周波数で運用できます。

①Eにします。

②受信周波数を入力します。

③次に送信周波数を入力します。

すま
4
Fせ合L

V
 

ネン

す

ャ
ま

チ

し

望
用

希

使

①

時す
，

出，び呼③
 

②周波数を選定した後メモリ一入力します。

メモリーチャンネル表示

メモリーされた周波数

②ONすると

メモリースキャンが始まります。

①周波数をメモリーします。

間 T聞§トSQI..

J金：

③希望局を受信した場合はONします。

もう一度押しますと再びスキャンが

開始されます。



・プログラムスキャンの使い方

③スキャンスピードの変更は
② ONすると白コが表示されスキャンがスタートします。

このツマミでします（セット上面）。
①スキャンをスタートさせる周波数を“6”と，

もう一方の周波数を”7”に入力させます。

白 Iメで仰 ~:: ＇弘12s.a C宣］
-ON且 OFF1HF TRANSCEIVER OON A向

TS-4305 MOOE 

SEND VOX PROC ALC NAR 

日日日日日ロ冨
＠ーを手包囲。2 ロ国

① 始めにスキャンの周波数範囲を設定します。

スキャンがスタートする居波数を匝E図によってCH6に入力

します。次に， CH7へ，一方の周波数を入力します。

② 直互亘をONとすると回が表示されプログラムスキャンが

始まります。

③ スキャンスピードはケース上面のスライドツマミによって可

変できます。また巨豆主Eスイッチによっても変えられます。

設定した周波数とモードに合ったスピードで使用してください。

④ スキャン中に希望局を受信し，周波数を止めたい場合は巨歪:QI]

を押してください。次に向調ツマミ⑫をまわし同調をとります。

この場合，モードの変更もできます。（但しモードはスキャン

一周後に，もとのモードに戻ります。）

さらにスキャンを続けたいときは庄E耳ヨEをOFFします。

⑤ CH7までスキャンすると、ピH 音が出てCH6に戻り， くり返

します。

・メモリーの消却

必要のなくなったメモリー内容を消すことができます。

① 国主EスイッチをONとし， M.CH（セレクター）スイッチ⑦

を消却したいCHにします。

② BANDスイッチ⑮(UPでもDOWNでも良い）を押しながら，

匝亙図スイッチを押します。

③ 以上の操作により消却されます。

④スキャン周波数奇止めたい場合はONします。

スキャンを続けたい場合はOFFにします。

ご注意

1. プログラムスキャンはCH6からCH7の一方向にスキャ

ンします。

2. スキャン中はCH6に入力したモードとなります。

3. スキャン中，及びHOLD状態のいずれて、も区国スイ

ッチによりM.CHスイッチで指定する任意のチャンネル

に周波数を入力することができます。

4. スキャンをHOLDし， E江主目スイッチを押した場合

は， VFOツマミはごくゆっくりと図わす以外， lOHzステ

ップとなります。

5. CH6, CH7に入カが無いときは，スキャンを行いませ

ん。

6. 送信するとスキャンは停止し受信に戻すとスキャンを

開始します。

11./. I '15.0 

①匝亙団スイッチをONとし， M.CHセレクターを

消すチャンネルにします。
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4.7 モービル運用

TS-430は，コンパクト設計となっており， HFモービル運用にも

適しております。安全でしかも快適なモービル運用のコツは，セソ

トのセッテインク＼電源の引込み方，アンテナの取付，調整等が重

要です。これらについては，多くの雑誌、等に．実例紹介，解説記事

が多く見うけられますので参考にしていただきたいと思います。

1.移動局時の50Wパワーダウン法（TS-4305の場合）

電波法では，移動するアマチュア無線局の空中線電力はsow以下

と規定されております。

TS-430Sは，このままでは移動局として使用することはできませ

ん。次に，移動局時のためのsowパワーダウン法を説明します。

①上，下のケースを取外します。

②背面シャーシを止めているサラネジ 6本を取外します。

③背面シャーシを後方へ引出します。

④フィルターユニット上にある、NORq端子のリード線を、50Wq

に差替えます。

⑤セットを元通り戻して完了です。

2.本織をセットする方法

オプションのモービルマウント MB-430を使用して，ダッシュボ

ード下に，図13のように，しっかりと固定します。モービルマウン

トを使用せずに，車に搭載する場合は，急ブレーキや振動等で，セ

ットが落下したり，車内の装備等を傷つけないように，金具やベル

ト等でしっかりと固定してください。

注）①ヒーターやクーラーの吹き出し口に，本機を取付けないでく

fごきい。

⑧口口。。

円ヌ ~B 0 
00 j i二目E
＠ 〕 00 山。ι仁二

②本機背面にある放熱板の放熱が妨げられないように，付近を

広くあけておいてください。

③MB-430はSタイプとVタイプのどちらでも取付けられます。

3.電源の引き込み方

電源コードを電源コネクターへ抜き差しする場合は，電源ス

イッチをOFFにしておいてください。

電源コードの極性を正しく接続してください。

rnヨ亘E rnヨ重重コ
赤→＠

赤ー黒→θ

赤，白→＠

黒，灰→θ

TS-430は，電流容量，ノイズ対策の面から，バッテリ一端子か

ら付属の電源コードを使用して配線してください。

またTS-430Sは，送信時の最大電流は18～ 20Aにもなります。し

たがって，電源コードはなるべく短し必ず規定の容量のヒューズ

を入れて配線してください。また，本機を運用することによって，

車の電源系統（特にバッテリ一等）に悪影響を及ぽきないように注意

してください。

エンジンルームからの引込みは，図13のように．各種配線のパッ

キングを通して引き込みます。この場合，電源コードは，エンジン

の点火プラグ鼻へ配線されている高圧コードの付近を避けてくださいー

国 12 50Wパワーダウン法
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4. モービルアンテナについて

市販のアンテナ基台（パンパーマウントが良い）を使用し，車のボ

ディへしっかりと取付けてくださいロ

(1) アンテナの取付

HF帯のモービルアンテナは， VHFのアンテナと比較しても，そ

の形状も大きく（風圧を受ける面積が大きい），重量も大きいですか

ら，取付基台は，しっかりした頑丈なものを選んでください。一般

的には，図13のようなパンパーマウント方式のものが良いようです。

モービル用のアンテナは，車のボディー全体が接地板となりますの

で，アンテナ基台のアース側は，ボディーに完全に接地する必要が

あります。（図13参照）

注）①最近の車で，ウレタンパンパーを装着した事があります。

このような車に，アンテナ基台を取付ける場合は，必ずアン

テナ基台のアース側をボディーへ接地してくだきい。

②新しいアンテナ等の未知のインピーダンス負荷のアンテナ

調整をする場合は，次のようにして本機を使用してください。

ボンネットの内部から引き込む

H F帯のアンテナは，形状も大きく（風圧を受ける面積が大である）重量も大
きいので．取付基台は，しっかりしたものを選ぶ必要があります。パンパーマ
ウント式の場合．車のパンパーの強度もチェックしてください。特に，アンテ
ナをつけたままで，高速道路を 100kmで走行する場合でも，十分耐えられるよ
うに。弱い様であれば，補強する必要があります。

配線のしかたの例

12Vバッテリー

バッテリーの
直後に追加した
方が良い

•CARツマミを反時計方向に廻しきって，送信出力をしほ、って

おきます。

・次に送信状態にし， CARツマミを徐徐に時計方向に廻して，

パワーを上げていきます。通常のアンテナ系のVSWR測定，±＇

フルパワーにしなくても測定できます。

・アンテナ系を完全に調整（VSWRを1.5以下）した後は，フル

パワーで送信することができます。

(2）同軸ケーブルの車内への引込み方（国13参照）

パンパーマウントの場合． トランクルームの水抜きの穴を利用し

て引き込みます。トランクルームから車内へは．後部の座席を外し

ますと，引き込むことができます。

ルーフサイドの場合， ドアのステップの下＇ 2ドア車の場合は後

部の窓等を通して，車内へ引込みます。ただし．この場合，雨水が

同軸ケーブルを伝って，入ってくる場合がありますから．同軸ケー

ブルの引込み方に注意してください。

アンテナ

電源端子台を設けて．中継すると便利です
おiち

着脱するときは，必ずPOWERスイッチはOFFとしてください。

図13 モービル運用
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5.モービル運用時のノイズ対策について

自動車の発生するノイズ源は．種々あります。代表的なものとし

て，イグ、ニ yションコイル，ディストリビュータ一等の点水系から

発生するイグニッションノイズまたは，ワイパーモーター，ヒータ

ーのモーター雑音および静電気です。この中で，イグニッションノ

イズがレベル的にも大きなものとなっています。

TS-430にはイグニッションノイズを押えるためにNBスイッチ⑮

があります。このスイッチに頼る以前に，ノイズの発生をできるだ

け押えることが大切です。次にその対策方法について簡単に触れて

みたいと思います。

(I) アンテナの取付位置

イグニッションノイズは，エンジン部より発生しますから，アン

テナは，なるべくエンジンより遠さーけてください。（リヤーパンパ一

等）

(2）抵抗入プラグの使用

エンジンに使用されている点火プラグに抵抗入りプラグを使用し

ますと，ノイズ低減に効果があります。

また，同様に抵抗入りプラグコードを併用しますと，より効果が

あります。

(3）ボンデイング

自動車の構成部品は，金属でありその結合は，直流的，低周波的

に接続されているようですが，高周波的には浮いている状態があり

ます。例えば，エンジン， ミッション，マフラー， リアアクスル等

およびボンネット等がありますロこれらを，太い同軸ケーブルの編

組線などで接続しますと，イグニッションノイズ等に大変効果があ

ります。これをボンデイングと呼びます。プロの無線車などは， 、

のような対策がされています。

(4）電源の引き込み

バッテリ一端子より直接引き込むのが良しまたθ側は，セット

の近くで，ノイズが最小となる点を探し，接地すると効果がありま

す。

6.アンテナのマッチングと調整

モービル用アンテナは電気的に;1i'波長を使用しますが例えば7MHz

帯では約10mもの長きとなりますので密巻コイルを挿入したり，ヘ

リカル状にエレメントを巻いて全長を短縮しております。

この様なアンテナは給電点インピーダンスが低い場合が多＜＇ 50Q 

系の同軸ケーブルでTS-430と接続しますと SWR値が高くなり，送

信及ぴ受信効率の低下をきたしますので， SWR値が2以上ではAT-

130等のアンテナチューナーの併用をおすすめいたします。

またモービル用アンテナは一般的に帯域幅が狭いので，最も使用

頻度の多い周波数を SWRの最小値に調整して運用ください。

o整合回路例

当社製AT-130
- - F同官、 - ,,,, -

- T ¥AN T パ’ v

IN PUT~ 晃Z OUT PUT 

0 a 土 。
20 

外しておく

十周雌付近で同調するように
アンテナの長さを調整する

デイップメーター

（トリオDM-801等）

図14 アンテナの調整

7.自動車の電源容量について

自動車の電源は，バッテリーとオルタネーター（発電機）から，

構成きれています。エンジンをスタートさせる時は，バッテリーを

使用して，スターターモーターをまわして，エンジンをかけます。

（この時が最も，バッテリーから大電流が流れます。）エンジンが回

転しますと，オルタネーターは，発電を開始します。車の電気系統

の負荷状態により，オルタネーターから負荷へ電流を供給したり，

バッテリーへ充電したり調整しています。（レギュレーターにより調

整されています。）

したがって， トランシーパ一等のアクセサリーを多く使用する場

合は，オルタネーターの発電量をオーバーしないように注意する必

要があります。これを充電不足状態といいますが，この状態で長〈

使用しますと，バッテリーが過放電します。したがってライト等は

点灯できても，スターターモーターを廻すことができなくなること

があります。

このようなことを防止するためにも，自動車のバッテリーの保守

について，日頃注意して運用してください。

① 車の電源をフルに使っている状態，例えばライト，ヒーター，

ワイパーその他を使用している時は， トランシーパ一等の使用を

さげてください。

② エンジンを止めた状態で，長時間送信を行わないでください。

③電流計，電圧計を取り付けて，バッテリーの充電状態，電圧を

監視するのも良いでしょう。



4.8 固定局の運用

I.電源の接続について

TS-430Vは，送信時最大DC13.8Vで 4A以上の電源容量が必要

です。固定局用の電源として，デザイン，性能的にマッチした，PS-21

の使用をおすすめします。

TS-4305は，送信時最大DC13.8Vで20A以上の電源容量が必要

です。固定局用電源として，別売の PS-430を使用してください。

ご注意

固定局用電源として当社製品以外の電源を使う場合，製品

によりTS-430が正常に動作しない場合がありますので，必

ず当社製品をお使いくださるようお願いいたします。

2.国定期アンテナについて

H F予告の固定局用アンテナは，アマチュアバンド用として設計さ

れたアンテナの使用をおすすめします。種類としては．ワイヤーア

ンテナ，パーチカル，ロータリービームアンテナ等数多く市販され

ております。ご自分の使用する目的，環境条件，予算等を考慮して，

最適のアンテナを選んでください。また， HF用アンテナは，形状

もかなり大きし台風時等の風雨対策は，完墜にされておくことが

必要です。

本機のアンテナ入出力インピーダンスは， 50Qとなっております

のでアンテナへ接続する同軸ケーブルは， 50Q系の5D-2V, 8D-2 

V, RG-8/U等をご使用くだきい。

また，アンテナと同軸ケー－プルはマッチング（インピーダンスを

合わせること）させて使用してください。同軸ケーブルの特性イン

ピーダンスとアンテナのインピーダンスが合わない状態では，同軸

ケーブル上に定在波が生じ．電力損失も増加し，同軸ケープルから

の不要幅射が起こることがあり， TV!, BCIの原因ともなります。

この？ッチングの度合は， SWRメーターを使用して， SWR値を測

定します。 SWR1i直の最良f直l主、1＇＇ですので，なるべくこの値に近づ

ける必要があります。通常SWR値は＂ 1.5＂以下にしてご使用くだ

さい。

ご注意

SWRとは正確にはV.S.W.R.(VoltageStanding Wave Ratio) 

といい，電庄定在波比のことです。

また．アンテナ系とトランシーパーのインピーダンス・ 7 ッチン

グは当祉のアンテナチューナ－ AT-130の使用をおすすめします。

14MHz, 21MHz, 28MHzバンドでは，図 15のようなロータリー

ビームアンテナを用いますと， DX通信時に威力を発揮します。

図15 ロータリービームアンテナの例

4.9 ACC（アクセサリー）コネクター

ACCコネクター出カ

よ沿~とと
No.2 No.4 No. I No. 7 

BD BC BB BA 

0.15-0.4999 。 。 。 。
0.5 - 1.5999 。 。 。 1 

1.6 - 2.4999 。 。 1 。
2.5～ 3.9999 。 。 1 1 

4.0 - 6.4999 。 1 。 。
6.5 - 7 .4999 。 1 。 1 

7 .5 -10.4999 。 1 1 。
10.5 -15.9999 。 1 1 1 

16.0～22.9999 1 。 。 。
23.0～29.9999 1 。 。 1 

注 BA-BD, WRCの各端ヂは周波数帯により

TTLレベルの電圧が出力きれます。

ACCコネクター出カ

周波数帯〔MHz〕 P;n No.5 
WRC  

0 .15-1. 5999 1 

1.6～ l.9999 。
2.0～ 2.9999 1 

3.0 - 3.9999 。
4.0～ 6.8999 1 

6.9～ 7.4999 。
7.5～ 13.8999 1 

13.9～ 14.9999 。
15.0 -20.8999 1 

20.9 -21.9999 。
22.0 -27.8999 1 

27.9～29.9999 。
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ACCコネクター接続図

GND 

BA 

BB 

WAC←ベe(;'¥ ~ 司 BC

BD 

4.10 X. VERTOR（トランスパーター）コネクター

このラインを篠織すると
xvoにRF出力が出る

(i副主｝

－旦U~－ RF出力

([JI 

XVO I 

G柑D 2 

xvs 3 

I ［送惜｝

一一一」

外部コントロール
（送世情的＋ l2VOC
が出ます畢大lOmA

4. 11 基準発振器の較正

From ANT 

内蔵の基準発振器をJJY/WWVで較正することができます。

①上，下のケースをはずします。

②コントロールユニットの仙MKR”コネクターの②番と RFユニッ

トの”M”端子を付属のキャリプレーションコードで接続します。

③アンテナを接続し， JJY/WWV ( 10MHz, 15MHz等）を受信しま

す。

④コントロールユニットの巴豆EコスイソチをONします。

⑤JJY/WWVのビート音にマーカ一信号が重なりダブルビート（高

低 2つのビート音）が聞えますのでダブルビートが良〈聞える位

置にダイヤルをセ y トします。

⑥区~コスイッチ横の＂F.ADJ＇，トリー？ーで，高低 2 つのビー

ト音が正確に一致して一つのビート音になるようにします。

⑦これで基準周波数は正確に較正されたことになります。

E豆互日スイッチをOFFとしケースをつけてください。

注 1. マーカ一信号は 1MHz毎に出ます。
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2. I也被によりJJY/WWV信号の強度が異なりますので＂. '? 

ーカ一信号と同程度になるようにアンテナ側で調繁し

てください。

！口 口口口口
。

｜町会1 じコ

口
Eコ
Eコ

l下ふ’

口 目団口 EコII 

にコ

4. 12マイコンパックアップ用リチウム電池について

TS-430にはメモリーのパyクアップ電源として． リチウム電池

が内蔵されています。

リチウム電池の寿命は約 5年です。

パワースイッチをON-OFFして周波数の表示が常にリセットされ

る (14.000.0MHz, USB）場合は， リチウム電池の寿命を示して

いますので．お早目に交換してください。

ご3主憲）マイコンパックアップ周リチウム電池を支換する場合は，

お買い求めていただいた販売店又は最寄りのサービスステ

ーションにご相際〈ださい。

4. 13 ディスプレイの10Hz桁衰示

TS-430ては改造により周波数表示としてlOHz桁を表示させるこ

とができます。

コントロールユニット内のジャンパ一線を第16図のようにニッパ

一等で切断すると lOHz桁まで表示されます。

図16

4.14 VFOトルクの可変

TS-430の下の調盤ビスをマイナスのドライパーで回わして調整し

て下さい。ネジを締めるとトルクは重くなり緩めると軽くなります。
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4. 15 運用に当つてのご注意

電波を発射する前に JAIA 

ハムバンドの近くには．多くの業務用無線局の周波数があり運

用されています。これらの無線局の至近距荷量で電波を発射すると

アマチュア局が電波法令を満足していても．不測の電波障害が発

生することがあり，移動運用の際にはじゅうぶんご注意ください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要の場合は

管理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車輔内，業務用無線局及ぴ

中継局周辺等。

参 考無線局運用規則第9章アマチュア局の運用

（発射の制限等）

第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の運用

又は放送の受信に支障を与え．若しくは与えるおそれがあ

るときは，すみやかに当該周波数による電波の発射を中止

しなければならない。

以下略

4.1-4.12により TS-430の運用方法を説明いたしましたが，運用

にあたり次のことにご留意きれ，快適な運用をお楽しみください。

最近アマチュア局の運用，時に都会地の人家密、集地帯等での運用

が，待としてテレビ，ラジオやステレオ等に対する電波障害を生じ，

社会的問題となる場合が見受けられます。もちろんアマチュア局側

に全ての責任がある訳ではなし機器メーカーといたしましてもス

プリアス等の不要幅射の発射を極力減らし．質の良い電波の発射が

できるよう念入りに調整，検査を行って出荷しております。もし運

用中，上記の電波障害を生じた場合には，次の事項にご注意を願っ

て対処きれ，正しく楽しい運用をされるようお願いいたします。

アマチュア局は，自局の発射する電波がテレビ．ラジオやステレ

オ等の受信や再生に障害を与えたり，障害を受けている旨の連絡を

受けた場合には．電波法令（運用規則 258条）に従って直ちに電波

の発射を中止し障害の程度．有無を確認してください。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，次の

ような方法で，送信側の原因が受信側の原因かの見極めをつけてく

ださい。テレビ受信機，ステレオやラジオ受信機にアマチュア局の

電波が混入する原因としては次のものに大別できます。

①送信機からのスプリアス（特に高調波）等によるもの。

② 送信機からの基本波によるもの。

①の場合には，テレビ受像機やFMチューナ一等では特定のチャ

ンネルや潤波数で混信をおこしますから．混信するチャンネルや周

波数が送信周波数と高調波関係にあるかどうかをチェックします。

このような場合には，テレビ受像機やFMチューナー側で対策する

ことが困難ですので，アマチュア局の発射電波の高調波を更に減ら

すようにしなければなりません。（送信側での対策）

②の場合には，テレビ受像機の全チャンネルや高調波関係にない

チャンネル等に混信を起こします。この場合にはテレビ受像機やF

Mチューナ一等で基本波を除去する対策をしないかぎり，アマチュ

ア局側で防止することは非常に難かしくなります。（受信伺uでの対策）

以上の他，例えば受信アンテナの接触不良でi昆変調を生じたり（受

信恨uの原因），アースが不完全であったり（送信側の原因），ステレ

オアンプ等の場合，スピーカーコードが長すぎて電波が混入したり

するケースもあり，原因も種々ありますが，送信側の原因が受信側

の原因かを見極めることが重要となります。

原因の見極めをつけた状態で対策をとる訳ですが，原因が送信側

にあると考えられる場合，高調波除去のためLPF（低城フィルター）

例えばトリオLF-30A型LPFをご使用いただければ良いと思います。

また電源ラインへの高調波のリーケージはできるだけおさえてお

りますが，より効果を増すため，送信機の接地を完全にすることも

有効です。

以上の外，送信機が明らかな異常動作（停＇ I］えば発振等）をしてい

る場合，寄生振動や高調波スプリアスの幅射が増え，送信機からの

障害も増えますので，このような場合には，お買い上げいただきま

した販売店または最寄りの当社通信機サービス窓口に．修理，調整

を申しつけられますようお願いいたします。

受信側での原因による障害は，その対策は単に技術的な問題に止

まらず，近所での交際上も仲々難かしい場合が見受けられます。 i昆

信障害の原因が基本波による場合，受信アンテナをはずして障害の

無くなる場合には，受信側アンテ十端子に HPF（高城フィルター）

を取付ける事によっても防止できる場合もあります。

JARL（日本アマチュア無線連盟）では，アマチュア局側の申し出

により，その対策と障害防止の相談を受けておりますので， JARL 

の監査指導委員またはJARL事務局に申し出られると良い結果が得ら

れるものと思います。また， JARLではアマチュア局の電波障害対

策の手引として「TVIの対策ノート」を有料（ 1都50円干60円）で

配布しておりますから， JARL事務局に申し込まれると良いと思い

ます。

いずれにしても，電波障害というトラブルを無くし，楽しい運用

をいたしましょう。

日本アマチュア無線連盟（JARL)

干170 東京都豊豊島区巣鴨1-14-2 
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．放送バンドとアマチュアバンドの周渡数配分

TS-430の受信周波数範囲は150kHz-30MHzの広い範囲にわたって

いますが，国際的なとりきめで放送局やアマチュア無線などの使用

できる周波数が決められています。左の周波数割当図のように放送

業務やアマチュア業務として，ある一定の範囲を割りあてられ，そ

の周波数によって何メカーヘルツ（MHz）バンドとか，波長で表わした

何メータバンドというように呼ばれています。図でその他の局と

なっているところは，固定業務，海上移動業務，航空移動業務，陸

上移動業務．電波標識業務などの種々の業務に配分されています。

周波数と波長には次のような関係があります。

300 300000 
波長（m) = = 

周波数（MHz) 周波数（kHz)

300 
周波数（MHz) ＝一一一一

波長｛m)

この関係により，たとえば31mバンドと 9MHzバンドは同じ放送

バンドを表わしており， 31mバンドまたは9MHzバンドといえば，

ダイヤル上で9500kHz-9775kHzにわたる放送ノ〈ンドのことを示しま

す。ただしバンドによっては正確な換算になっていないものもあり，

あくまでも慣習的呼称と思ってくだきい。

無線周波数割り当て
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第 l 第2 第3
kHz地域地域地域
10 

20－ー＋ー→ーー

長波

放送バンド

中波
放送バンド

アマチュアバンド

120m 
放送バンド

90m 

主主送バンド

アマチュァ，〈ンド

75m 
放送バンド

印m

放送バンド

49m 
放送バンド

アマチュア／｛ンド

41m 
放送バンド

31m 
放送バンド

アマチュアバン F

第 l 第2 第3
MHz 地域地域地域

14.000 
14.350 アマチュアバンド

16m 
放送バンド
アマチュア／｛ンド

アマチュア，，ンド

13m 
放送バンド
アマチュアバンド

25.0 ,..._ 

25.6 
26.1 

28.0 

29.7 アマチュア，，ンド

第 1地域：ヨーロッパ・アフリカ

（ソビエトトルコ・叢古を含む）

第2地域：南北アメリカ

第3地域：アジア・大洋州

（ソビヱトトルコ·•古を除〈）

例外として、ニの表と違う特

別の割当となっている国があ

る。

ーーー標準電波 鹿麹一般用放送バンド

!WA熱帯用放送バンド

Eコその他の局

．．アマチュアバンド

｛何れも他の業務と共用の割当を含む）



・短波放送バンドの特長

短波放送には120mバンドから llmバンドまで全部で12のバンドが

割り当てられています。それぞれのバンドによって聞こえてくる時

間や，どの地方からどのような放送が聞こえてくるか，バンドの特

長を知ることによって，楽しみも一段と榊すことになります。

・120mバンド（2300-2495kHz)

90mグ＜ンド（3200～3400kHz)

この2つのバンドと60mバンドはトロピカル（熱帯）バンドと通常

呼ばれており，中波の放送が空電や雑音が多くて使えない熱帯地方

の国内放送に主として使われています。中南米，アフリカ，アジア

南部，太平洋地域を中心としてほとんどがlkW以下のローカル局で

す。周波数が低〈雑音やCWの混信も多く．日本での受信は容易で

はありませんが，朝鮮半島から中国大陸，東南アジア・オセアニア

地域の局が夜間受信できます。

・75mバンド（3900～4000kHz)

このバンドは南北アメリカには割り当てがなく，アジア，アフリ

カ地域のローカル放送が中心です。

夜間にはアジア，オセアニア地域の放送が受信できます。

この〈’らいの周波数までは，昼間はローカル放送しか実用になり

ませんし．夜間は空電などの雑音と cwのような混信が多し遠方

の局（DX）を探し出すのはかなりの根気が必要となります。それだ

けに季節の変り自の日没直後や日の出まえなどに，恩わぬ遠方の局

が受信できたときは一種の感激などを覚えるものです。

・＆omグ＜ンド（4750-5060kHz) 

このバンドもトロピカル・バンドですから，アフリカ，中南米，

東南アジアのローカル局が多数出ています。夏期は空電で§！,jl,、局は

消きれがちですが，冬の空中状態の良いときは，夕方から中南米方

面，夜間にはアジア，オセアニア方面，早朝にかけてアフリカ方面

と次々に受信できることもあります。このバンドはソビエト，イン

ドネシア，マレーシアなどの大電力局が夜間容易に受信できます。

・49m，＜ンド（5950～6200kHz)

このバンドからは国際放送もかなり行なわれており．特に冬期に

は今まで高い周波数のバンドを使用していた局が，このバンドまで

おりてきて賑います。 60mと似たような条件ですが．局数もはるか

に多〈大電力局が多いのと．日本語放送も多数出ていますので，よ

り容易に受信できます。

秋から冬，春にかけ大電力局のあいまをぬって，夕方から朝まで

に中南米方面から始まりアジア，オセアニア方面．早朝にかけてヨ

ーロッパ方面の受信が期待できます。

・41mパンド（7100～ 7300kHz)

このバンドは第 2地帯（南北アメリカ）には割り当てがないため，

電波のとぴぐあいは49mとほとんど同じですが．主にアジア，アフ

リカのローカル局とソ連局が目立ちます。 49m,41mとも地球の南

北方向は夏．東西方向は冬の方か電波の飛U'＜ーあいは良いようです

が，季節の変り自の日の出，日の入にかかった地域の紋送が，ビ、y

クリするようないきおいで入ってくることがあります。

estmバンド（9500-9775kHz)

短波で一番にぎやかなバンドて＼夕方から朝にかけて 5kHzごと

に次々と違う局がとぴこんできます。 lkWのローカル局から数100

k Wの大電力国際放送まで混信を起しながら入っマきます。

昼間は近距離の大電力局しか聞こえませんが，夜間はゴールデン

・バンドの名の通り，日本語放送をまじえた国際放送が目白押しに

聞こえてきます。世界の国際放送は31m,25m, 19mを中心に電波

を出しています。

・25mバンド（ 11700～ 11975kHz)

このバンドから上のバンドでは昼flllも遠距離受信が楽しめます。

大電力の国際放送が一年中このバンドを使用しています。 11:-11¥lを通

して空中状態の比較的安定したバンドて・.一日中どこかの放送がた

いてい受信できます。

・19mバンド（15100-15450kHz) 

国際放送のバンドとして世界の著名続波放送局のほとんどが， 100 

kW 以上の大電力て九市ています。季節（1＇~には春と秋に特に速いf告ら

しい局が受信できる可能性があります。時11¥l的には午前中の南北ア

メリカから東太平洋，時1111と共にオセアニアからアジア地域．夕方

から深夜にかけて中東，アフリカ南部と聞けてきて，早朝にかけて

ヨーロツノ丸アフリカ方面が問えてきます。

・16mバンド（17700～17900kHz)

19mと同じような感じで，このバンドにも国際放送が多数出てい

ます。混信が少ないだけ受信しやすいかもしれません。空中状態も

19mに準じますが．周波数が商い分だけ変化が激しくなります。

・13mバンド（21450～21750kHz)

遠距離国際放送用として夏期を中心にして主に使用されているバ

ンドです。周波数が高いだけに日によっての変化は相当はげしし

まったく何も聞こえない日があるかと思うと，ヨーロッパ，アフリ

カ方面の局が非常に良〈入ってきたりする気まぐれな面があります。

しかし春から秋には短時間ながら非常にメリ、y トの高い受信が期待

できます。

・llm’屯ンド（25600-261OOkHz) 

太陽黒点活動の活発な時期に遠距離の国際放送に使用されるバン

ドです。日本で受信できる時期は春と秋の，夕方一夜のヨーロッパ．

アフリカ方面，朝の北米西部方面でしょう。一般に何も聞こえない

日が多いかも知れませんが，聞こえる時は短時間ながらローカル局

なみに受信できます。
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．日本における VHFテレビ放送のチャンネル ・日本における UHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 映像周波数 音声周波数 チャンネノレ 周波数範囲 チャンネル 周波数範囲

lch 90-96MHz 91.25MHz 95.75MHz 13ch 470-476MHz 38ch 620-626MHz 

2ch 96-102 " 97 .25 " 101. 75 II 14ch 476～482 " 39ch 626-632 II 

3ch 102-108 II 103.25 " 107. 75 II 15ch 482～488 " 40ch 632-638 II 

4ch 170-176 II 171.25 " 175. 75 II 16ch 488～494 II 41ch 638～644 II 

5ch 176～182 " 177 .25 " 181. 75 " 17ch 494-500 II 42ch 644～650 II 

6ch 182～188 II 183.25 " 187. 75 " 18ch 500～506 II 43ch 650-656 " 

7ch 188～194 " 189.25 " 193. 75 " 19ch 506-512 II 44ch 656-662 " 

8ch 192～198 " 193.25 " 197.75 " 20ch 512-518 II 45ch 662-668 " 

9ch 198-204 " 199.25 II 203. 75 " 2lch 518～524 " 46ch 668-674 " 

lOch 204-210 II 205.25 " 209. 75 " 22ch 524-530 " 47ch 674～680 " 

llch 210～216 II 211.25 " 215. 75 " 23ch 530-536 " 48ch 680-686 II 

12ch 216-222 II 217.25 " 221. 75 " 24ch 536-542 " 49ch 686-692 " 

25ch 542～548 " 50ch 692-698 " 

26ch 548～554 II 5lch 698～704 II 

27ch 554-560 II 52ch 704-710 " 

28ch 560-566 II 53ch 710-716 " 

29ch 566-572 " 54ch 716-722 II 

30ch 572～578 " 55ch 722-728 " 

31ch 578～584 " 56ch 728-734 II 

32ch 584-590 II 57ch 734-740 II 

33ch 590～596 " 58ch 740-746 II 

34ch 596-602 " 59ch 746-752 " 

35ch 602～608 " 60ch 752～758 " 

36ch 608-614 II 6lch 758-764 " 

37ch 614-620 II 62ch 764-770 " 
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5 .トラブルシューテイング
つぎに書いであるような症状は故障ではありませんからよくお調べください。下表に従って処置しでもなおトラブルが起こる場合は，当社

の通信機サービス窓口にご相談ください。

送信 の 場 合

症 状 原 因 処 置

SSBの場合出力が出ない。 ①マイクジャックの差込み不完全。 ①差込みを完全にする。

(RFメーター・ALCメーターが振れない。） ②MICツ？ミがしぼってある。 ②MICツマミを時計方向へ回す。

cwの場合出力が出ない。 ①KEYジャックの差込み不完全またはKEY ①差込みを完全にする。 KEY接点の接触をよ

の接点不良。 くする。

②CARツマミがしぼってある。 ②CARツ？ミを時計方向に回す。

受 信の場合

症 状 原 因 処 置

電源スイッチを入れてもランプが点灯せず音 ①電源コネクターと電源コードとの差込み不 ①差込みを完全にする。

も出ないロ 完全。

②ヒューズが切れている。 ②ヒューズを交換する（再び切れるときは

故障）

③PS-430, PS-21のスイッチが入っていない。 ③スイッチを入れる。

電源スイッチを入れても明 I’の表示しか出ず メモリーがどのチャンネルにも入力きれてい 匝E豆EスイッチをOFFとする。メモリーを

周波数が表示きれない。 なく， [M;:豆EスイッチがONになっている。 入力する。

電源スイッチを入れると何にも表示しない凧 古いバッテリーの場合や大電流消費時に供給 ①電源電圧を昇圧トランスなどで100V土lOV

正常な数字以外の表示をする。 される電圧が極端に低下した場合7 イコンが 以内に合わせる（PS-430/21使用の場合）。

誤動作する場合がある。 バッテリーは12-16Vの範囲のものを使う。

②電源スイッチを再度入れ直すロ

アンテナをつないでも信号が受信できない。 ①スケルチが動作している。 ①スケルチツマミを反時計方向にする。

②マイクのPTTスイッチが送信側になってい ②すみやかにPTTスイッチを受信側にする。

て，セットが送信状態となっている。

アンテナをつないでも信号が受信できずSメ RFツマミによって高周波回路の利得を下げ RFツマミを時計方向いっぱいに回す。

ーターが振り切れている。 である。

信号がない場合でも Sメーターが振れて，あ ①電源電圧が低い。 ①電圧電源を昇圧トランスなどでlOOV土lOV

るf立置にとまっている。 以内に合わせる（PS-430/21使用の場合）。

バッテリーは12-16Vの範囲のものを使う。

②RFツマミによって高周波回路の利得を下 ②RFツマミを時計方向いっぱいに回す。

げである。

信号を受信した場合，音にならない。 MODEスイッチの位置が適当でない。 MODEスイッチをFM.SSBまたはAMに変え

てみる。

SSBの受信音が極端なハイカットまたはロー IF SHIFTの調整不良。 通常は中央（クリックのある位置）にしてお

カットになっている。 く。

BAND SWを押しても向調ツマミを回しでも ① ILOCKISWがONになっている。 ① I LOCK I SWをOFFにする。

周波数が変化しない。 ②直亙囲がONになっている。 ②SWをOFFにする。

SCANが動作しない。 ① IHOLDISWがONになっている。 ① IHOLDISWをOFFにする。

②MEMORYに何も入っていない。 ②MEMORYに入力する。

直~をONにすると表示が消える。 MEMORY CHに何もメモリーされていない 匝illi]SWにより周波数をメモリーして使用

と表示が、 1＂を表示し，周波数はプランキン する。

グされる。
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6.周辺機器およびオフショナルパーツ
6. 1 周辺機器およびオプショナルパーツ

TS-430をより有効，快適に運用していただくために，つぎの周

辺機器およびオプショナルパーツが用意されております。

・園定局用DC安定化電源 PS-430

TS-430Sにマッチした直流安定化電源です。 TS-430Sと組合叶士

て使用することにより，快適な固定局運用が楽しめます。

TS-430Vにも使用できます。

・固定局用DC安定化電源 PS-21

TS-430Vにマッチした直流安定化電源です。出力端子のショート

および、過大電流からセットを守る保護回路を内蔵しております。

圃スピーカ－ SP-430 

TS-430用として設計されたスピーカーです。

デザイン，音質共に充分TS-430にマッチしています。

．車載マウント MB-430

TS-430を車載として使用できるように開発されたもので， 5段

階角度変化，つりさげ型および床据置型と使用でき，着脱も容易に

できます。

PS-430 PS-21 

SP-430 

MB-43日
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圃固定局用高級マイクロホン MC-60/S8

通信機用の？イクロホンとして設計されたもので，送信，受信の

切替操作もピアノタッチの軽い操作でスムーズに行えますロ

•uP-DOWNスイッチf寸ハンドマイクロホン MC-42S

通常のマイクロホンとしての使用のほか， UP-DOWNスイッチが

付いていますので，セットの周波数を手元で変化させることができ

ます。

・通信機用軽量ヘッドホン HS-6

通信機用軽量ヘッドホンとして設計され，理想的な音質，形状と

なっています。

聞通信機用高級ヘッドホン HS-5

本格的通信機用高級ヘッドホンとして，理想的な音質設計，形状

設計がなされております。

長時間の使用に際して，耳やf則頭部への圧迫感が少なく，聴感上

もより自然な．オープンエアタイプを採用しています。また使用条

件により，付属の圧着型イヤーパットに，ワンタッチで交換できま

す。

MC-42S 

MC-60/S8 

HS-5 

HS-6 



．ハムクロック HC-10

デュアル表示のディジタル・ワールド・クロックです。

日本時間，年月日の他， GMTはじめ世界の 7大都市と任意の2

都市の時聞がメモリーでき，ワンタッチで表示させることができま

す。

•sse用クリスタルフィルター YK-88SN

SSB用の狭帯域クリスタルフィルターでTS-430のIFSSBフィ

ルターに使用できセットに簡単に取付けることができます。

YK-88SN(-6dB帯域幅： l.SkHz 中心周波数8.830MHz)

•cw用クリスタルフィルター YK-88C, YK-88CN 

cw運用時の激しいQRMに効果的な， cwフィルターが各種用意

されています。セットに簡単に取付けることができます。

YK-88C （←6dB帯域幅： 500Hz 中心、周波数8.830MHz)

YK-88CN(-6dB帯域幅： 270Hz 中心周波数8.830MHz)

.AM用クリスタルフィルター YK-88A

AMモード用クリスタルフィルターでセットに簡単に取付けるこ

とができます。

YK-88A ( -6dB帯域幅： 6kHz 中心周波数8831.SkHz)

．低減フィルター LF-30A

高調波除去のためのLPF（低減フィルター）です。

H0-10 FM-430 

YK-88SN YK・880 YK-88A YK巴 880N

6.2 フィルターの取付け方

取付けはつぎの順序に従って注意して行ってください。

①プラスドライパーでセットの上プタを取りはずします。

②この時ケース上プタにはスピーカーが取付けてありますので．リ

ード線を切らないようにご注意ください。スピーカーのリード線

は2Pのコネクターで接続きれていますので，これを抜いてくだ

きい。

③セット上面にあるIFユニット基板を，とめてあるネジ（ 9本）をと

りはずしてください。

’ 

国ケースの取りはずし方

④IFユニット基板のオプションフィルター用スペースにフィルター

を取付け確実にハンダ付けし，足が短かくなるように切断してく

ださいs

•YK-88C ) I YK-88C 
｝ーゅ の取付けスペースに取付けます。・YK-88CNI YK-88CN 

•YK-88SN →YK-88SNの取付けスペースに取付けます．

•YK-88A→①YK-88Aの取付けスペースにある固定抵抗（Rl6) 

を取りのぞいてからフィルターを取付けIFユニ

ット内のジャンパーコネクターを図のように⑤

から③に差替えてください。（ Rl6があらかじめ

取りのぞかれているセットもあります。）

②1IFユニットが取付けられているシャーシを起し

ます。その下のコントロールユニット内のRl29

をニッパ一等で切断してください。

Q五；
@o：＝「；
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7.申請書の書き方
I TS・430Vタイプで申請する方法｜

TS-430Vで．アマチュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してください。

また，本機は， JARL登録機種ですから，保証頼に登録番号T62を記載することにより，送信機系統図を省略することができます。

属糊僻｜空中・電力｜ 電波の型式 22工事政計｜ 修 2 送信梅 ｜第2送信機

Tw.-::;:::;t担．守；,:t：：~；：.
3.SM ' , I 10 W , Ii A，・• A,,, 

3・酬に！日 W i ・｜凶！• A，，・

7M' , I 10 w i , liA，：・ A，，・

LiI::i'!!::t::.ij:::iI: :!.¥'::t:.,:t危；：：t:;)i;} 

rn: M；二i叩胸：w.:::t::,:t~~！：：：：；. :);;1. 
剖 M; , I 10 W i , p A, i , A，，・
蹄 Mi .1 10 w i .1、A,:, A，，日

t蜘：~i.1"- ;A,' 
3.SMH，筈. !A,,, A,, 

後射可続な• 13.BMH，僻． iA,•, A，・
披の型式鴎i度1 7MH，帯． !A,i, A，』
歓の鹿岡 ｜｛刊￥.！：fr侍． :r;;.:t：：：，；，』；J.

rn副i:i；，帯．：ぉ＇）；；：，.
21MH，暢. ;A,i. A,, 

2・MH，僻， ,A,, ’• A，』. F, 

置閣の方式 IA，，乎術変圃 F，リアタタンス変調

終 1g体個散1 2SC25帥X2
段：：
菅llllE・入hI 13.8 V 却 w 

温情空中・の型式｜・

V W 

その他工事S針｜電波法穆，.に鍵宜寸る条件に合歓ιている．

・電話級アマチュア無線技士資格の方は．必ず：：r：；~M8:z：賞及び（泌を削除してください。

－・信．電話級アマチユア無車庫銀土資格の方は．必ず日i副場j;u通itii種｝を削除して〈

ださい．

..匝使用する送信空中線の型式を記入して〈ださい．

I TS・4305タイプで申聞する方法｜

.・ E ・・
岡披歓｜空中健電力｜ 亀液の型式

[1：叩jf；：］”：＼！:JIf瓦，＇］，
3.SM臼＇ I 叩 w I I A’i • A,, 
3.BMH, I 10 W I i A, i , A, 』
7MH, I 10 W I i A, i , A” 

[i副醐！［，寸泌…w”TT瓦’：：：：：；：瓦羽：
：寸4日自－！γ＇.：而W1鴫？瓦「1：玉耳J均

21M”＇ I ]O w I jA, i . A, ' 
28MH, I 四 W I [A).), An，日

卜＼｜叩叩仰lZ川徐£時帯合＂酬吋齢制抑制闘機蜘剛 l取”柏町！
送｜種目送信掴 Irn I I I 

｜調12通信梅｜ ｜ ｜ ｜ 
信｜術描側l I I I 

槽｜制送信槽｜ I I I 

11115過信柚｜ I I I 

｜第包込信檀｜ ｜ ｜ ｜ 

第 2級アマチュア無線技士以上の資格をもち， TS-4305で申請され 機系統図を省略することができます。

る場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請 ・TS・430の周波数確度は士 l×I0-5以内であり基準発振器はJJYに

してください。また， TS-4305はJARL登録機種ですから，保証願に より校正することが可能です。 28MHz帯のパワーダウンはBAND

登録番号T78H(IOOW）又はT78M(50W）を記載することにより，送信 スイッチと連動して切替えています。

・TS-430の周波数確度は士 l×10-5以内であり基準発振器はJJYにより校正することが可能です。

｜空中線電力50Wで申請する場合｜

周抜取締 空中蝿電力 電話生の型式 22工事段針 II! I 送信織 制区2且信権 ’I .瞳．．，

I.’M • 田 wj・ A, • l.9MH，帯， A,•
倒波It 空中韓カt ‘液の型式

3.5M i. 50 W , A, • A，』， 3.5MH，帯， A，‘ An・ I，’MH, 50 W A, 

鎗射可能信電 3.BMH,lll, A,, A，，・ 3.5MH, 50 W A,. An 
3 BM 50 W ! . A, • A，』 減の型式刷機 7MH，轡， A,.A,,. 3.BMH, 50 W A,, A" 

7M ! , 掴 W i・ A, , A，』， Itの範聞 IOMH，帯， A,,A，』．
7MH, 5・w A,. A,, 

IOM 国 W 1. 
14MH，帯， A,,A，』，

A, , A，』 21MH，帯， A,,A，』‘ IOMH, 50 W A,, A，』

14M 50 W • A, ‘A,, 
28MH，串 A,,A>J, F, 14MH, 50 W A,, A" 

2山 1. 田 wi. 
21MH, 50 W A,. A,, 

A, • A,, , 変調。。方式 A”乎衡，E圃• F，，アタタンス’E圃
28MH, 剖 W A,, A，』‘ F,

四M I 田 w1- A, • A，』• F, 2sc22曲 X2 X ＼＼、、 畳可能鱒檎な帽電の機Eの揖型式骨．号普問機L放〈のII.範包囲肱 又1：姥射
電圧・人h 13.8 V 120 W V W 

進 1111過信幅 T78M 

革偏重中・の型式 調帳 1112道幅値

3・ その他工・2量針 電波法113・に鰻重する条件に舎寂している． 信 113通信植
揖第4昌信掴

..使用する送信空中線の型式を記入してください。 1115通信機

l 
｜空中線電力100Wで申請する場合｜

11!6且僧織

闇檀量：• 空中線電力 電櫨の型式 22工・睦計 車 1 通信織 串Z道信圏 揖圃 瞳 ． ，

2’M ' 100 W i • A, 
剛被It 寝中8・電カ 電植の型式

l.9MH，暢• A, 

3.5M ！’ 3.5MH，暢.A, , A,,, 
1.9MH, IOOW A, 

100 W 1・ A, • A,, 
It射可能生電 3.BMH，帯.A, • A,,, 3.5MH, IOOW A,. A,, 

3.BM 刷 wI. A, • A剖‘ 波の型式調機 7MH，！普.A, • An. 3.8MH{ IOOW A,, A>J 

7M j • A, • A，』 Itの範聞 IOMH,llf. A, • A,J 7MH, IOOW A,. A，』
14MH,lll. A, • A，，・

IOM ! 100 W A, • A，』 21MH，帯， A, • A,,. 
IOMH, IOOW A,, A，』

UM 100 W 
28MH，帯.A, • A,,, F, 14MH, IOOW A,, A,, 

A, • A,, 
21MH, IOOW A,. A，』

酬 1• 1曲 w • A, • A，』 ’E圃の方式 A，』事衛費闘，F,Yアタタ＂ス変調 28MH, 50W A,. A，』， F,

28M , 50 W i . A, • A,, • F,. 2SC2290X2 X ＼＼  畳可録能制な島織電被の置の録型式香、号著周波し数〈の，：範t紘闘． 又，：発射

司ti:t・入力 13.8V200Wt.t!L2.!M純z俸は1目W V W 送穆1轟惜檀 T78H 

通量空中・の書式 調降 自信2通信植

＝． 一・ その他工事a11’E治法事，.に根竃する条件tこ合安定している．
信第S送信後

根容4送信蝿

..使鱒する送信空中線の重量式を記入して〈ださい． 第5送信槽
修6送信織
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8.内部部品配置図（T糾附

スイッチ（ L）ユニット

(X41-1470-00) 

エンコーダーユニット

(W02-0328-00) 

IFユニット

(X48-1370-00) 

FM-430 

RFユニット

(X44-1510-I I) 

PLLユニット

(XS0-1910 00) 

フィルターユニット

( s :S1イプ XSト1290-00)

( Vタイプ XSト1300-00)

ファイナルユニット

( sタイプ X45-l280 00) 

( Vタイプ X45-I 290 00) 
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